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今
年
の
１
０
月
は
多
忙
を
極
め
ま
し
た
。 

７
〜
１
１
日
に
大
田
原
市
光
真
寺
さ
ま
で
の
授
戒
会

（
じ
ゅ
か
い
え
＝
１
週
間
の
加
行
を
経
て
生
前
戒
名
を

頂
く
儀
式
）
の
お
手
伝
い
へ
赴
き
、
翌
１
２
日
か
ら
１

５
日
ま
で
、
横
浜
鶴
見
の
大
本
山
總
持
寺
の
秋
の
大
法

要
の
お
手
伝
い
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

下
旬
に
は
、
関
東
各
県
の
曹
洞
宗
青
年
会
の
親
睦
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
栃
木
県
主
催
で
行
わ
れ
、
年
齢
的

に
《
実
行
委
員
長
》
の
任
を
拝
命
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
諸
準
備
・
当
日
の
運
営
と
大
わ
ら
わ
で
し
た
。 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

例
年
、
来
る
施
食
会
の
準
備
に
追
わ
れ
る
こ
の
時
期

で
す
が
、
今
年
は
若
干
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
徐
々
に
ペ

ー
ス
を
戻
し
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

＊ 

映
画
『
禅
〜
Ｚ
Ｅ
Ｎ
〜
』
曹
洞
宗
限
定
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

 

今
年
四
月
に
公
開
さ
れ
た
道
元
禅
師
の
映
画
『
禅
〜

Ｚ
Ｅ
Ｎ
〜
』
の
曹
洞
宗
限
定
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
般
市
販
の
も
の
と
は
違
っ
て
「
禅
の
こ
こ
ろ
」

と
い
う
特
典
映
像
と
名
場
面
写
真
集
が
付
録
と
し
て
つ

い
て
い
ま
す
。 

 
 
 

●
１
枚
＝
３
，
０
０
０
円 

ご
希
望
の
方
は
、
１
１
／
２
０
ま
で
に 

慶
雲
寺(

6
7
2

‐0
5
8
5
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

＊
２
０
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慶
雲
寺
子
供
坐
禅
会 

報
告
！ 

去
る
７
／
３
０
、
県
内
若
手
の

和
尚
様
２
名
に
お
手
伝
い
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
数
年
来
の
念
願

で
あ
っ
た
「
こ
ど
も
坐
禅
会
」
を

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

９
時
集
合
の
後
、
開
講
式
で

『
般
若
心
経
』
を
参
加
者
全
員
で

読
み
、
低
学
年
の
子
供
も
一
緒
に
３
０
分
の
坐
禅
。
引
き

続
き
、〈
鳴
ら
し
物
体
験
〉
と
称
し
、
鐘
や
木
魚
を
実
際
に

鳴
ら
す
時
間
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
大
人
気
企

画
と
な
り
ま
し
た
。 

昼
食
に
は
、
和
尚
さ
ん
方
が
腕
を
振
る
っ
た
ヤ
キ
ソ
バ

な
ど
に
舌
鼓
。
午
後
は
、
お
檀
家
の
皆
様
の
善
意
を
元
に
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
届
け
る
絵
本
の
訳
文
貼

り
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、
３
０
冊
の
絵
本
を
送
り
出

し
ま
し
た
。 

本
年
の
参
加
者
１
５
名
。
厳
し
さ
の
中
に
楽
し
さ
あ
り

の
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
素
敵
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
の
様
子
は
、
下
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
平
成
二
十
一
年
度
初
穂
米
献
供
功
徳
主 

為 

当
家
先
祖
代
々
報
恩
感
謝 

中
里 

千
司 

殿
（
天
王
原
） 

田
中 

 

繁 

殿
（
町 
田
） 

渡
辺 

美
郎 

殿
（
北
ノ
内
） 

斎
藤 

澄
夫 

殿
（
新 

谷
） 

大
森 

祐
治 

殿
（
瓜 

間
） 

半
田 

 

武 

殿
（
久 

部
） 

斎
藤 

宏
行 

殿
（
町 

田
） 

 

斎
藤
チ
カ
子 

殿
（
久 

部
）
十
月
三
十
日
現
在

粕
田 

一
郎 

殿
（
塚 

原
） 

 
 

献
供
順 

◎
伝
道
掲
示
板
か
ら 

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
川
端
康
成
は
、
そ
の
受

賞
講
演
で
「
本
来
の
面
目
」
と
題
さ
れ
た
道
元
禅
師
の
和

歌
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

春
は
花 

夏
ほ
と
と
ぎ
す 

秋
は
月 

冬
雪
さ
え
て
す
ず
し
か
り
け
り 

日
本
の
国
は
、
四
季
の

移
ろ
い
に
富
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
秋
の
刈
り
入

れ
も
、
水
と
太
陽
と
気
温

の
高
低
あ
っ
て
こ
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
経
済
優
先
の
現
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
食
に
お

い
て
も
生
活
に
お
い
て

も
、
私
達
の
原
点
は
、
春

夏
秋
冬
の
豊
か
な
自
然
と
共
に
生
き
る
こ
と
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
実
り
の
秋
を
経
て
、
季
節
は
冬
に
向
か
い
ま
す
。

寒
く
厳
し
い
冬
で
す
が
、
じ
っ
と
力
を
蓄
え
た
後
に
迎
え

る
春
に
は
、
喜
び
と
新
し
い
命
の
息
吹
き
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
で
し
ょ
う
。 

環
境
・
エ
コ
が
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
道
元
禅
師
の
和

歌
の
よ
う
に
、
四
季
の
姿
を
感
じ
、
そ
こ
に
感
謝
の
念
を
持
つ

こ
と
が
そ
の
第
１
歩
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？  

◎
山
門
大
施
食
会

さ
ん
も
ん
だ
い
せ
じ
き
え

が
行
わ
れ
ま
す 

別
紙
案
内
の
通
り
、
十
一
月
十
六
日(

月)

午
後
１
時
半
よ

り
、
年
に
１
度
の
慶
雲
寺
施
食
会
（
せ
じ
き
え
）
法
要
が

営
ま
れ
ま
す
。
檀
信
徒
各
家
の
先
祖
供
養
の
こ
の
日
、
お

時
間
お
繰
り
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
お
参
り
の
う
え
お
塔
婆

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。 
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